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R186 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区

６　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
岡
谷
・
眞
世
・
南
渕
）

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

　
　
　
　
　

大
教
会
役
員
会
議

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

23
～
26
日　

婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

25　

日　
　

詰
所
ひ
の
き
し
ん
日

26　

日　
　

本
部
月
次
祭

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

▼
そ
の
他
の
行
事
予
定
▲

3月
１
～
31
日　

教
祖
140
年
祭
全
教
会
一
斉
巡
教

　
　
　
　
　

※
５
月
に
か
け
て
実
施

10　

日　
　

松
ケ
江
創
立
100
周
年
記
念
祭

24　

日　
　

大
教
会
春
季
霊
祭

27
～
28
日　

岡
学
担
「
春
学
」
関
連
行
事

30　

日　
　

少
年
会
岡
団
総
会

30
～
4/2　
　

教
会
子
弟
練
成
会

１
～
30
日　

教
祖
140
年
祭
全
教
会
一
斉
巡
教

　
　
　
　
　

※
５
月
に
か
け
て
実
施

18　

日　
　

教
祖
誕
生
祭

　
　
　
　
　

よ
ろ
こ
び
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

19　

日　
　

婦
人
会
第
105
回
総
会

23　

日　
　

婦
人
会
バ
ザ
ー

29　

日　
　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

4月

　親神様は、人間が陽気ぐらしするのを

見て共に楽しみたいと、この世と人間を

お造り下さいました。実に親ならではの

心持ちです。私達も、自分の子供が楽し

んでいると、見ているだけで一緒に楽し

めます。

　そして、親神様は私達が陽気ぐらし出

来るように親心を尽くして下さいまし

た。それで私達も、人が陽気ぐらしでき

るように心を尽くさなければならないと

教えられます。しかし、実際にはどうで

しょう。自分が陽気ぐらししなければと

いう思いはありますが、人の陽気ぐらし

は後回しになりがちです。それで、なか

なか陽気ぐらしが出来ないのでしょう。

　自分の陽気ぐらしより、人様の陽気ぐ

らしを思って心を尽くす中に、自分の陽

気ぐらしは自然と生まれていくように思

われます。先ずは、家庭や職場の身近な

人の心が、少しでもカルクなるように、

アカルクなるように取り組んでみたいと

思います。　　　　　　　　　（吉田）

今月のメッセージ

「人の陽気ぐらしを楽しむ心」

POINT

教
務
報

◆
教
養
掛

　

３
月　
　

岡　

谷　
　

森　

井　

正　

次

　

４
月　
　

伊
萬
里　
　

森　

川　

善　

紘

教祖１４０年祭企画

私の年祭活動
　
〝
春
一
番
〟
が
吹
き
、
温
か
く
穏

や
か
な
気
候
と
な
っ
た
２
月
19
日
。

教
会
本
部
の
東
回
廊
で
、
仲
良
く
回

廊
を
拭
く
家
族
の
姿
を
見
つ
け
た
。

　
「
お
ぢ
ば
に
帰
っ
て
く
る
人
達
の

多
く
が
、
な
ぜ
回
廊
拭
き
ひ
の
き
し

ん
を
し
て
い
る
か
分
か
る
か
？
」。

家
族
に
そ
う
話
し
か
け
る
の
は
、
森

井
道
典
さ
ん
（
大
教
会
役
員
・
眞
世

分
教
会
長
）。
そ
こ
か
ら
ひ
と
時
、

信
仰
に
つ
い
て
の
話
で
盛
り
上
が
り

な
が
ら
、
回
廊
を
拭
き
進
め
る
。

　

家
族
で
の
伏
せ
込
み
を
心
に
定
め

た
の
は
、昨
年
の
12
月
。「『
伏
せ
込
み
の
旬
』

『
た
す
け
の
旬
』
と
聞
か
せ
て
頂
く
教
祖
の

年
祭
。
行
事
と
し
て
の
伏
せ
込
み
は
数
多
く

あ
る
が
、
果
た
し
て
自
ら
求
め
て
伏
せ
込
ん

で
い
た
の
だ
ろ
う
か

―
」。
そ
ん
な
思
い

か
ら
、
月
に
一
度
の
本
部
回
廊
で
の
ひ
の
き

し
ん
を
決
め
た
。
加
え
て
、「
真
柱
様
が
求

め
ら
れ
て
い
る
一
手
一
つ
を
思
い
、
家
族
で

教祖年祭に向けて　家族が一手一つに

　

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
年

祭
活
動
が
始
ま
り
、
よ
う
ぼ
く
一

人
ひ
と
り
が
思
案
を
深
め
、
心
を

定
め
、
成
人
を
求
め
て
実
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
か
ら
新
企
画
「
私
の

年
祭
活
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
教
祖
の
ひ

な
が
た
を
求
め
、
一
歩
ず
つ
成
人
の
歩
み
を
進

め
る
教
友
の
姿
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
緒
に
実
動
し
た
か
っ
た
」と
い
う
。

　

黙
々
と
拭
き
進
め
る
中
、
時
折
、

父
と
し
て
投
げ
か
け
る
問
い
か
ら
会

話
が
生
ま
れ
る
。「
日
頃
は
思
う
よ

う
に
話
せ
な
い
こ
と
も
、
伏
せ
込
み

な
が
ら
だ
と
会
話
で
き
る
」。
そ
う

話
す
表
情
は
穏
や
か
だ
っ
た
。

葬
儀
は
吉
田
政
彦
・
東
松
浦
分
教
会
長
斎
主

の
も
と
、
１
月
８
日
み
た
ま
う
つ
し
、
９
日

告
別
式
が
天
理
教
肥
城
分
教
会
（
佐
賀
県
多

久
市
）
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
教

会
長
と
し
て
道
の
御
用
の
上
に
尽
く
さ
れ
た

氏
の
功
績
を
讃
え
、
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て

弔
意
を
表
し
ま
す
。

肥城分教会
四代会長

永田　ミチ子氏（95歳）

１月７日お出直し

【訃　報】
◆
第
128
回
教
人
資
格
講
習
会
前
・
中
・
後
期
修
了
者

（
１
月
27
日
～
２
月
10
日
）

　
　
　

須　

光　
　

光　

武　

大　

和

◆
別
席
願
（
１
月
16
日
～
２
月
15
日
受
付
分
）

　
　
　

南
阿
太　
　

芝　

田　

憲　

真



　

１
月
24
日
、
大
教
会
で
は
教
会
長
夫
妻
を
対

象
に
「
年
頭
会
議
」
を
開
催
。
代
理
出
席
や
青

年
会
岡
分
会
幹
部
を
含
む
72
人
が
参
加
し
た
。

　

年
祭
活
動
一
年
目
を
迎
え
た
大
教
会
で
は

「
教
祖
年
祭
は
『
伏
せ
込
み
の
旬
』『
お
た
す
け

の
旬
』」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
主
な
活
動

方
針
と
し
て
①
「
心
一
つ
に
」、
②
「
ひ
な
が

た
を
目め

ど
う標
に
教
え
の
実
践
を
」、
③
「
日
頃
か

ら
ひ
の
き
し
ん
を
」、
④
「
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
に
を
い
が
け
を
」
を
打
ち
出
し
た
。

　

年
頭
会
議
で
は
ま
ず
、
大
教
会
長
様
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
教

会
長
夫
妻
の
心
構
え
を
説
明
。
そ
の
上
で
「
自

ら
求
め
る
姿
勢
の
大
切
さ
」に
つ
い
て
話
し
た
。

　

続
い
て
、
活
動
方
針
の
①
、
②
、
④
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
て
班
別
に
ね
り
あ
い
を
実
施
。

①
で
は
、
午
後
２
時
に
お
ぢ
ば
を
遥
拝
し
て
教

祖
に
心
を
向
け
、
教
会
で
は
お
願
い
づ
と
め
を

勤
め
る
姿
勢
に
つ
い
て
言
及
。
ま
た
、
午
後
２

時
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
の
活
用
を
紹
介

し
た
。
②
で
は
自
ら
が
決
め
た
ひ
な
が
た
の
実

践
を
求
め
、
各
教
会
の
実
情
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
。④
で
は
、「
あ
な
た
の
小
さ
な
心
配
り
を
、

お
た
す
け
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
、

『
天
理
い
き
い
き
通
信
（
道
友
社
）』
の
活
用
を

推
進
し
た
。

　晴天の下１月恒例の「おぢば伏せ込みひの

きしん」が開催され、約 80人が西の第 2広

場で除草作業を実施しました。立教 186 年

最初の大教会としての伏せ込みひのきしん。

心も勇み、年祭活動の機運も高まりました。

▲年頭会議に参集した教会長夫妻。教祖年祭活動に向けて仕切って立ち上がり、歩みを進める。

写真で振り返る一カ月

2月 February

さぁ仕切って教祖年祭活動へ！
教会長夫妻が一同に会し「年頭会議」開催

大教会

ぜひ、友達登録してください

様々な情報を配信します。
ぜひ友達登録してください！

LINE 公式アカウント
天理教岡大教会

おぢば伏せ込みひのきしん

　教祖１４０年祭に向かう年祭活動の一つと

して実施されている「全教会一斉巡教」。真

柱様の思し召しが込められた「諭達第 4号」

を基に、年祭活動を進める上での心構えが巡

教員によって伝えられている。

　　　　

「鬼は外！福は内！」との掛け声で、豆をま

く日本の伝統文化「節分」。２月３日の夕づ

とめ後、大教会神殿で「豆まき」が行われま

した。教祖に御供したお菓子を豆に見立て、

大教会長様の掛け声で〝豆まき〟をしました。

賑やかに節分の〝豆まき〟

全教会一斉巡教を実施中

〝みちのだい〟の心構えを再確認
「天理教婦人会創立記念の日」に思いを馳せて―

　婦人会岡支部（吉田陽子支部長）は 1

月 25 日、詰所遥拝場で「天理教婦人会創

立記念の日」に関連した行事を開催。明治

43 年 1 月 28 日に創設された婦人会の元

一日に思いを馳せ、〝みちのだい〟として

の心構えを再確認した。

　なお、1 月 27 日には西北分教会、2 月

1 日には福門分教会、2 月 5 日には東松浦

分教会で同行事を開催。また、各委員部単

位でも同様の行事が開催された。

　１月は、岡萩、大和二見、岡道、牛津、飛

鳥川の５教会から参加。「教祖年祭活動 1年

目の最初の月に、皆さんと楽しくつとめさせ

ていただきました。今年１年、笑顔を絶やさ

ずに歩ませていただきます」。

婦人会伏せ込みひのきしん


